
ボウリング実施要項
１．日時　　　９月６日（土）　
２．会場　　　Ｔ－ＭＡＸ ＢＯＷＬ（鹿児島市）
３．チーム編成
（１）監督１名、選手男子の部３名、女子の部３名、混合の部（男女２名ずつ以上の５名）で編成する。補欠は各部１名（混合の部は男女１名ずつ）のみ認める。男子の部、女子の部に出場した選手が混合の部に出場しても差し支えない。
４．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した者。
（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）参加資格に、オーバーエイジ枠（以降ＯＡと表記）を設ける（昭和５４年４月１日より前に出生した者の参加を一部認める）。参加人数は下記のとおりとする。

（５）学生及びＯＡの参加は登録選手のうち男子の部、女子の部各１名、混合の部は男女各１名とする。ただし、この人数は学生及びＯＡを合わせた人数となっていることを注意すること。また、全日本学生ボウリング連合に加盟するものは参加できない。

（６）過去５年以内に、次にかかげる大会に出場したものは参加できない。
（ア）国際競技会
（イ）全日本選手権大会
（ウ）国民体育大会ボウリング競技
（７）平成２１年１０月１日～２６年９月３０日において、国内外で職業競技者（演技者・技術者）としての活動実績を有する者は本大会に参加できない。
（８）無資格の選手を発見したときは、当該チーム全体を失格とする。
５．競技方法
（１）公益財団法人全日本ボウリング協会（Ｊ．Ｂ．Ｃ）の競技規定に準じて行う。
（２）競技種目は、団体競技で男子の部（各チーム男子３名）、女子の部（各チーム女子３名）、混合の部（べーカー方式：各チーム男女２名ずつ以上の５名）の３部門を行う。
（３）試合方法は、男子の部、女子の部では全員が３ゲームを投げ、合計得点により順位を決定する。
（４）混合の部は、べーカー方式とする。
各ゲームの決められた投球順序の５名が１フレームずつを投球し、計３ゲームを行い、その合計得点により順位を決定する。投球順序はゲームごとに変えることができるが、ゲーム内で変えることはできない。
（５）同得点が出た場合、ストライク及びスペアの数で順位を決定する。さらに数が同じ場合は、チームの代表１名が１フレームずつ投球して順位を決定する。
（６）ファールラインを超えた場合ブザー及びランプで知らせる。なお、ラインを超えずに合図が出た場合、その場を動かずに大会役員に確認を求めること。
（７）服装はスポーツのできるものを着用する。背中に氏名、市町村を記した縦１８㎝,横２５㎝のゼッケンをつけること。ただし、氏名はゼッケンの上側２/３、市町村名は下側１/３に明記すること。ユニフォーム自体に市町村名（チーム名）及び、選手名を明記してあるものに関しては、ゼッケンをつけなくてよい。なお、ジーンズ・ショートパンツでの出場は認めない。
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